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危機管理の２大目標： 

•組織の社会的責任を果たす 
 
•組織への社会的信頼を守る 

 
 

・そのために着目するもの： 
       命、資産、業務 
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集合・集団・組織 

達成目標      ×      ○        ○ 

構成員の交代    ×      ×    ○ 

集合 集団 組織 
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価値付与 
過程 原材料 

経営資源 

廃棄物 

製品 
サービス 

危機管理目標から見た組織活動のモデル 
資産管理 

業務管理 
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価値付与 
過程 原材料 

経営資源 

廃棄物 

製品 
サービス 

組織活動が遭遇する5種類の危機 
資産管理 

業務管理 
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組織活動が遭遇する5種類の危機 

１ 原材料が入手できなくなる 
２ 経営資源が不足する 
３ 活動拠点が機能停止する 
４ 廃棄物処理に失敗する 
５ 製品・サービスを提供できなくなる 
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「事業継続」 
“Business Continuity” 

 
災害にまけない、災害を乗り越える  

 
 

「レジリエンス」 
Resilience 

 
 
 

「災害に強くしなやかな社会」（民主党） 
「国土強靭化」（自民党） 
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危機対応業務 
 
 
 
 
 
 

平常業務 継続する 

中断する 

破壊される 

ニーズが 
発生する 

新業務創設 

業務継続 

再開 

再建 

応急対策 

平常業務 

Freeze Unfreeze Freeze 

業務継続の観点から見た危機対応 

危機発生 

8 

危機終息 
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機
能 

100% 

時間 

(事業中断） 
脆弱性 

災害発生 

復旧時間 

被 
害 

をもとに作成 

リジリエンス：事業継続能力の向上 

頑丈に 
Robustness 

多重に
Redundancy 

豊富に
Resourcefulness 

手早く 
Rapidity 
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機
能 

100% 

時間 

災害発生 

復旧時間 

被 
害 

をもとに作成 

予防力の向上 

頑丈に 
Robustness 

多重に 
Redundancy 
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http://www.pursue.ne.jp/jouhousyo/sysad/sysad0061.htm 

redundancy 

1/10 1/10 

=0.81 

=0.99 
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機
能 

100% 

時間 

災害発生 

復旧時間 

被 
害 

をもとに作成 

回復力の向上 

豊富に
Resourcefulness 

手早く 
Rapidity 
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機
能 

100% 

時間 

災害発生 

復旧時間 

被 
害 

をもとに作成 

総合的な防災能力の向上 
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機
能 

100% 

時間 

災害発生 

復旧時間 

をもとに作成 

重要な業務ほど止めてはいけない 

最重要業務 
(継続すべき) 

重要業務 
(継続したい) 

中断可能 
業務 
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多重防御による災害リスクの低減 
Disaster Risk Reduction by Multiple Lines of Defense 

残余リスク 
Residual Risk 

リスク低減 
Risk Reduction 
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Zoning/Building  Codes 

Coastal Protection & Restoration 

Outreach 

Evacuation Plan 

Insurance 

Levees/Floodwalls/Structure
s 

Residual 
Risk 

USACE: Buying Down Risk 

多重防御による災害リスクの低減 
Disaster Risk Reduction by Multiple Lines of Defense 

残余リスク 
Residual Risk 

リスク低減 
Risk Reduction 
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多重防御の概念の導入 
Multiple Lines of Defense 

 
Louisiana State Museum: Living with Katrina  and Beyond 

沼地の生態系を活用した防御 
（海岸浸食により生態系の喪失） 

堤防 高床 
住宅 

避難 ポンプ 
排水 

エンジニアリング
による問題解決 
（ハザードごとに

異なる） 

人間の問題 
（一元的対応） 
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災害時に特定された重要業務が中断しないこと、また万が一事業活動が中
断した場合に、目標復旧時間内に重要な機能を再開させ、業務中断に伴う
顧客取引の競合他社への流出、マーケットシェアの低下、企業評価の低下
などから企業を守るための経営戦略。 

出典：「事業継続ガイドライン第１版」、中央防災会議、2005.8 

事業継続マネジメント（BCM）とは 

 

 

業務中断 
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ISO TC223 “Societal Security”における 
事業継続・危機対応に関するISO化の試み  

ISO 22301:事業継続 
ISO 22320:危機対応 

   基本は 
 

・明確な目標設定 
・PDCAサイクル 
・マネジメント・ 
 レビュー 
 
 

経営トップ層の 
積極的な関与が不可欠 
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（ISO22301) 

5. 方針策定 
5.3 経営幹部の関与と指導 
5.4 方針決定 

現状分析 
－事業継続の対象決定 
－業務フローの同定 
－リスクシナリオの仮決定 

6. 計画策定 
6.2 制約条件の明確化 
6.3 リスク評価とインパクト分析 
6.4 事業継続計画策定 
6.5 予防計画の策定 
6.6 危機対応計画の策定 

7. 実施 
7.1 資源・役割・責任・権限体
制 
7.2 IPOCMを支える風土づくり 
7.3 研修・訓練 
7.4 情報処理体制 
7.5 規定順守 
7.6 財務・総務 

8. 効果測定 
8.1 システム評価 
8.2 業績評価とモニタリング 
8.3 評価手法 
8.4 見直し 
8.5 維持・管理 
8.6 自己評価と内部監査 

9. 経営幹部による評価 

継続的改善 
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事業継続計画（ＢＣＰ）に含まれる項目 
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6. 計画策定 
6.2 制約条件の明確化 
6.3 リスク評価とインパクト分析 
6.4 事業継続計画策定 
6.5 予防計画の策定 
6.6 危機対応計画の策定（ISO22320) 
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標準的 
危機対応 
システム 

リスク評価 

戦略計画 

Business Continuity Managementの4段階 

 
研修･訓練 
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